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 新入会員歓迎会開催 
10 月 3日、御器所夢の蔵店にて、2名の新

入会員の方をお迎えし、15 名の参加で支部

主催の歓迎会を行いました。 

 お一人は最近、法律事務所を開設された新

進気鋭の弁護士の方で、昭天瑞民商の顧問

弁護士もお引き受けいただいています。もう

お一人は行政書士事務所を経営されていて

これまで他民商の会員でしたが、ご自宅の昭

和区に事務所を開設される関係からこの度

転籍で昭和支部に来られた方です。 

 お二人とも子育て真っ最中の若い方でこ

れからの昭和支部に大いに力になってくださ

るものと思います。 

 
（挨拶をする新入会員の方と参加の皆さん） 

 

婦人部小集会開催 
９月１９日、４名の参加で婦人部小集会を行

いました。国保改善要求などの署名の取り組

みでこの日までに合計約２１０筆の署名を集約

し、県代表がこれを持って９月２５日の全国業

者婦人決起集会と国会請願に行きました。 

次回婦人部小集会は 

日時：１０月２４日（金）１１：００～ 

場所：喫茶ダッチさんにて 

是非ご参加ください。 

国保学習会＆相談会 
 10 月５日、吹上コミセンにて愛知県社会保

障推進協議会の澤田和男氏をお迎えし、９名

の参加で国保に関する学習会を行いました。 

 中日新聞でも紹介され、１６００人から注文

があったという「知らないと大損、知って得す

る医療、介護、税金の負担軽減策」（２０２５年

度版）をテキストにわかりやすく説明をしてい

ただきました。 

 国民健康保険は社会保険と比較した場合

の保険料の高さに加え、傷病手当や出産手当

がないなどの差別的な扱いがそもそも問題

ですが、家族が増えたらその人数分の均等割

りが課されるなど過酷な制度となっていま

す。それにもかかわらず名古屋市では私たち

の運動で「高額医療費受領委任払い」などの

他県市にはない制度を作らせてきた実績も

あります。 

あまり知られていないことに、申請するこ

とで保険料の所得割が減免になるという制

度があり、その対象者は全体の 4 割にもなる

そうです。自分の保険料が高いと思われる方

は納付書を手元に民商までご連絡ください。

国保に精通した担当者が丁寧に対応いたし

ます。 

編集後記 

約 3か月ぶりの支部ニュースとなりました。

支部の活動を伝え、身近な情報ツールとなる

べきニュースですが、なかなか発行に至らな

かったのは暑さのせいと私の怠慢でした。今

後は支部活動をもっと活性化させ、毎月発行

を目指します。（by支部長） 

              


